
人
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
」「
場

合
に
よ
っ
て
は
直
接
会
う
べ
き
で

は
」な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は「
時
間
が
な

い
時
に
相
談
を
受
け
た
場
合
の
対

応
は
」「
自
分
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
時
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」な

ど
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
基
幹
事
業
委
員
長
・
秋

吉
龍
成
師
が「
今
回
は
あ
く
ま
で
体

験
で
、
今
後
は
泊
ま
り
込
み
の
研
修

会
を
行
い
た
い
」と
述
べ
ら
れ
、
12

時
に
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
の
午

後
1
時
30
分
よ
り
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
17
期
副
会
長
の
長

井
峰
宗
師
に
よ
る
開
会
の
辞
の
後
、

第
17
期
会
長
・
芳
村
元
悟
師
の
導
師

に
よ
る
本
尊
上
供
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
芳
村
会
長
よ
り
、
第

17
期
会
長
退
任
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
団
の
選
出

が
行
わ
れ（
議
長
・
宇
田
治
徳
師
、

議
事
録
作
成
人
・
瀧
澤
勝
俊
師
、
議

事
録
署
名
人
・
田
中
秀
一
師
・
嶋
田

英
淳
師
）、
迅
速
な
議
事
進
行
の
結

果
、
左
記
の
議
題
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

平
成
20
年
度
事
業
及
び
決
算
報
告
、

監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

第
2
号
議
案

第
18
期
執
行
部
の
報
告
及
び
監
事

の
選
任
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

第
4
号
議
案

平
成
21
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び

予
算（
案
）の
承
認
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

災
害
復
興
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

　

ま
た
、
ご
来
賓
の
曹
洞
宗
宗
務
庁

教
化
部
長
・
宮
下
陽
祐
老
師
よ
り
、

ご
挨
拶
と
青
年
僧
の
資
質
低
下
に
つ

い
て
の
ご
指
摘
、
激
励
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
そ
の
他
・
連
絡
事
項

と
し
て
紀
伊
仏
教
青
年
虚
空
会
が
退

会
さ
れ
、
三
重
県
第
二
宗
務
所
青
年

会
が
新
た
に
入
会
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
曹

洞
宗
青
年
会
よ
り
本
3
冊
、
D
V
D 

5
枚
、
C
D
1
枚
で
構
成
さ
れ
て
い

る
行
持
指
南
と
、
D
V
D
の
維
那
講

座
の
P
R
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
参
加
者
か
ら
、「
禁
煙
を
全
曹
青

よ
り
宗
侶
に
促
し
て
欲
し
い
」と
の

ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
18
期
副
会
長
・
高
木

一
晃
師
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
、
午
後

4
時
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
評
議
員
会
で
は
、
い
ず
も

曹
洞
宗
青
年
会
の
大
坂
恵
司
師
よ
り

「
全
曹
青
で
所
持
し
て
い
る
備
品
の

台
帳
が
必
要
」と
の
ご
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
曹
洞
宗
静
岡
県
第

一
宗
務
所
青
年
会
よ
り
視
覚
障
害
者

の
方
に
も
お
経
を
読
ん
で
頂
く
た
め

の
点
字
経
典
の
P
R
が
あ
り
ま
し
た
。
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写真左：
新規加盟の挨拶をされ
る三重県第二宗務所青
年会の鬼頭宝徳師
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写真右：
茨城県曹洞宗青年会制作の
頒布物を手にする丹波謙雄師
写真左：
曹洞宗静岡県第一宗務所青
年会で制作された点字経典
を手にする山田哲哉師

　

仏
法
興
隆
花
ま
つ
り

千
僧
法
要
が
、
5
月
26
日

に
奈
良
の
東
大
寺
に
て
厳

修
さ
れ
ま
し
た
。
曜
日
の

関
係
で
例
年
よ
り
1
ヶ
月

遅
れ
の
開
催
で
し
た
が
、

感
染
者
が
拡
大
し
て
い
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
で
、
そ
の
開
催
自
体

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
関

西
で
は
次
々
と
催
し
が
自

粛
さ
れ
る
中
、
果
た
し
て

千
僧
法
要
を
行
う
べ
き
な

の
か
否
か
、
直
前
ま
で
共

催
の
東
大
寺
さ
ま
、
南
都

二
六
会
さ
ま
と
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

東
大
寺
さ
ま
よ
り
有
難
く

も
、
許
可
と
ご
配
慮
を
い

た
だ
き
、
規
模
は
縮
小
し

た
も
の
の
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
1
0
0
名
ほ

ど
の
各
宗
派
の
青
年
僧

が
色
と
り
ど
り
の
衣
を

纏
い
、
ほ
ら
貝
の
雄
壮
な

音
色
に
先
導
さ
れ
東
大

寺
の
境
内
を
散
華
を
し

な
が
ら
行
列
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
仏
殿

に
お
い
て
転
読
大
般
若

法
要
を
行
い
ま
し
た
。
大

仏
様
の
温
か
い
眼
差
し

に
見
守
ら
れ
る
中
、
青
年

僧
の
力
強
い
読
経
の
声
、

そ
し
て
心
の
こ
も
っ
た

手
書
き
の
大
般
若
経
に

よ
る
梵
風
が
、
私
た
ち
の

不
安
を
初
夏
の
青
空
の

彼
方
に
吹
き
飛
ば
し
て

し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

全
日
本
仏
教
青
年
会

　

事
務
局
長
代
行　
　

来
馬
司
龍

仏法興隆花まつり

千僧法要開催
Topics詳細は『般若』ウェブサイトにて！！ 全曹青 検索

（
曹
洞
宗
埼
玉
県
第
二
宗
務
所
青
年
会
）


